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取材日：2020年11月27日
　　　　東京科学機器協会会議室

聞き手：
富山　裕明　日本科学機器協会　広報副委員長
夏目知佳子　　　　〃　　　　　広報委員
鈴木　裕之　　　　〃　　　　　広報委員
岡田　康弘　　　　〃　　　　　事務局長

（取材・撮影・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

菅沼 悠介 先生のプロフィール

国立極地研究所 地圏研究グループ 准教授 
博士（理学）

菅沼 悠介先生

 『科学の萌芽』とは
各分野で活躍する次世代の科学
技術の担い手にご登壇いただき、
成功までの軌跡や知られざるエピ
ソードなど、サイエンスの“今”と“未
来”が見えてくる企画です。

過去の地球を解き明かし
近未来の地球環境を予測

菅沼先生は南極での研究で様々
にご活躍されると共に、地質時代
名が「チバニアン（千葉時代）」と
決定した千葉県市原市の地層
「千葉セクション」の研究グループ
の中心メンバーで、論文執筆責
任者を務められました。南極から
千葉まで、研究対象のフィールド
の広さを感じたのですが、主な研
究テーマについて教えていただ
けますか。

菅沼　専門分野を聞かれたとき
には地質学、古地磁気学という風
に答えていますが、まとめると「過
去の地球の姿を解き明かす」とい
うアプローチで研究に取り組んでき
ました。
　地質学は地層や岩石から過去
のことを調べる学問で、さらに過去
の地磁気のことを調べるのが古
地磁気学です。私の場合はそれ
だけでなく、様々な化学や物理学
的手法なども取り入れて色々な研
究を進めています。
　現在の主な研究は「南極の環
境変動について」です。南極での
の現地調査をこれまでに６回、大
体２年に１度のペースで行ってい
ます。新型コロナウイルスの問題が
なければ、今も南極にいる予定で
した。地球温暖化によって南極の
氷が融けて海面が上昇する問題
などは世界的なテーマですが、そう
した環境変動のことを過去の地球
の姿と照らし合わせながら明らか
にして、温暖化が進んだ地球の将

来予測などに結びつけることが、
今取り組んでいる研究になります。

「過去の地球の姿」ということで
すが、現在の研究で対象としてい
る年代は、主にいつ頃のことで
しょうか。

菅沼　研究の変遷の中で、数十
億年前のことから数十万年前のこ
とまで調べてきたのですが、現在
研究している時代は、約300万年
前以降くらいです。特に今注目し
ているのは過去約10数万年前ま
でになります。つまり地質学でいう
と比較的最近の時代について調
べています。その理由は、地球の
将来予測に直接的に貢献できる
からです。

過酷を極める
南極内陸部での現地調査

では、南極での研究についてお
聞きしたいと思います。
具体的にどんな方法で調査をさ
れているのでしょうか。

菅沼　一般的に南極の調査とい
うと、海岸に近い昭和基地にいる
姿をイメージされると思いますが、
私は昭和基地ではなく内陸へ向
かい、主に氷上でキャンプをしなが
らの調査を行ってきました。
　内陸部の気候は沿岸部とは比
較にならないほど過酷です。いつも
ではありませんが、南極の夏でもマ
イナス25度くらいになる場所です。
激しい吹雪になると、すぐ隣にある
仲間のテントにも行けず、長ければ

数日間も自分のテントにひたすら閉
じこもるしかないこともあります。そ
れでもテントの中は０度くらいで暖
かいですよ（笑）。もちろんテレビも
携帯電話もなく、食事は主にフリー
ズドライ食品です。そうした南極の
氷床上で最長で100日間にもなる
調査を行いました。

命の危険すら伴う研究活動だと
感じます。
調査は、何人ほどのチームで行
かれるのでしょうか。

菅沼　私の場合は人数も少なく、
最初は３人、次は５人、その次は４
人でした。スノーモービルでソリを
引き、食料やキャンプ道具や調査
道具など、必要なものを載せて目
的とする南極の奥地、内陸へ向か
うのです。
　ベースキャンプは各自１つずつ
のテントと、みんなが集えるテントを
並べますが、吹雪が来ると雪が積
もってどこに何があるのか分からな
くなるので、必ず目印に旗を立てま
す。スノーモービルの置き場所など
も、風向きを考えて配置します。
　ベースキャンプから調査する場
所までは、スノーモービルで行ける
ところまで行って、その先は歩きで
登ります。大部分の場所は未踏の
地で、クレバス(氷床や雪上の深い
割れ目)に落ちる危険も当然ありま
す。

1日でどのくらい歩くのでしょうか。

菅沼　最長の行程でいえば、早
朝に標高1300ｍのところから歩き

〈経歴〉
2000年　茨城大学理学部 卒業
2002年　東京都立大学大学院理学研究科修士課程 修了
2005年　東京大学大学院理学系研究科博士課程 修了
産業技術総合研究所ポスドク研究員、 東京大学大学院理学系研究科 特任助教、
国立極地研究所助教などを経て現職に至る
第51・53・55・57・59次日本南極地域観測隊隊員、 2019年度 外国基地派遣隊員

〈受賞〉
2013年　地球電磁気・地球惑星圏学会：大林奨励賞
2014年　日本地質学会：小澤儀明賞
2016年　文部科学大臣表彰（科学技術分野） 若手科学者賞
2020年7月　講談社科学出版賞『地磁気逆転と「チバニアン」』
2020年12月　茨城県科学技術振興財団 つくば賞

[書籍・出版物]
「地磁気逆転とチバニアン」
菅沼 悠介
講談社ブルーバックス2020年3月
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が上昇したことで現在は海中に没
したというパターンもあります。それ
はかつての湖が海面下にあるとい
うことです。
　このようにいくつかのパターンの
湖があるので、これらを調べること
で、過去にどのように南極氷床が
どのように融けていったかを知るこ
とが出来ますし、その過去の氷床
の融解は、将来の南極氷床融解
にも似ていると考えられるので、近
未来の姿を予測するための重要
なデータになるわけです。
　今お話しした湖のことは、南極
で研究していることのあくまで一部
になります。

海面の上昇が進んでいる
大変ショッキングな予測

将来の地球環境について詳しく
うかがう前に、初歩的な質問をさ
せてください。そもそも、南極の氷
が融けて海面の上昇が進んでい
ることは、間違いないことなので
しょうか。

菅沼　悲しい事ですがそうです。
温暖化の影響で北極や南極の氷
は融けはじめていて、これからは今
よりもさらに想像できないくらいのス
ピードで融けていくと考えられてい
ます。　
　一時期は懐疑的な反論もありま
したが、最近はそういった議論はほ
とんどないと思います。CO2濃度の
上昇が地球温暖化を促進してい
ることが確実だという事は、世界的
に十分理解されていると思います。
少なくとも私は、温暖化についての

始め、夕方5時頃に標高2400mの
地点に移動するといったような感じ
です。1000m上っても写真や映像
上ではその高さはつかみ難く、また
崖がある場所なども、薄っすらとし
た線があるようにしか見えなかった
りします。そして気温がマイナス20
度で、さらに風速が20ｍもあれば
体感温度はマイナス40度にもなる
環境です。

私たちには、とても想像も出来な
い過酷さに驚くばかりです。
そうした場所で、どんなことを調
べるのでしょうか。

菅沼　簡単に言うと、現地での調
査に加えて，まだ誰も採取すること

が出来ていないサンプルを採取し、
それをもとに過去の南極氷床の変
動を復元するという手法で研究を
進めています。
　サンプルは例えば、岩石だけで
なく，湖や海の地層など、多岐に渡
ります。それらには過去の南極氷
床の変動の痕跡が記録されてい
るのです。現地調査と併せてこう
いったサンプルを分析することで、
南極氷床の融解メカニズムの解
明に取り組むことが出来るのです。

今、湖の地層という言葉が出まし
たが、南極に湖があるのですか。

菅沼　今、湖のように見えていると
ころもあれば、過去にそうだったと

ころもあります。
　例えば２万年前くらいは氷期で、
沿岸部の南極氷床は今よりも分厚
く張りだしていたと考えられます。
氷期が終わり南極が暖かくなるに
つれて徐々にその氷が融けて海
に流れ込み，海面が上昇します。こ
れ自体は地球全体で起こる現象
なのですが、南極の場合はさらに
特殊なことが起こります。
　氷が無くなった分、地面が軽くな
るので南極大陸自体が浮きあがる
のです。そうすると、前は海の中に
あった部分が海面よりも上の陸地
になり、くぼんだ部分には水が溜
まって湖になるわけです。
　反対に標高が低い場所では、
以前は陸上の湖だったのに、海面

まっとうな反論は聞いたことがあり
ません。今は“あるか、ないか”の段
階はとうに脱していて、どれくらい
の影響があるのか、どれくらいの
期間、どれくらいのスピードで進行
するのかという研究に移っている
と思います。

CO2の量は、どのくらい増えてし
まっているのでしょうか。

菅沼　2019年時点のCO2の濃度
は410～415ppm程度です。私が
この研究を始めた１０年前以前は
400ppm以下でしたので、わずか
な期間で急激に増えています。
　IPCC（国連気候変動に関する
政府間パネル）では、最もCO2濃
度の上昇が急激に進んだ場合の
「RCP8.5シナリオ」で2500年には
2000ppmに達し、CO2の放出上昇
をずっと抑えた「RCP2.6シナリオ」
でも現在のレベルからほとんど下
げることができない予測になってい
ます。近年ではRCP8.5シナリオより
も悪化するようなシナリオもあります。
　一方、過去のCO2濃度はどう
だったかというと、過去100万年の

　

事で言いますと、最 大で約
2 8 0 p p m、一番低い時で約
200ppmです。この一番低い時は
氷期で、最大の時は間氷期と言
い地球が暖かい時です。現在も
間氷期にあたります。
　そしてさらにさかのぼって300万
年前から500万年前になると、実
はCO2の濃度が現在と似ていて
400ppmに近いレベルであったと
見られています。この時には地球
全体もかなり暖かく、地球全体の
平均気温では現在より３℃ほど高
かったであろうと言われています。
グリーンランドや南極の氷床は大
規模に融解していて、海面は現在
よりとても高かったのです。

その頃の海面は、今より何mほど
高かったのでしょうか。

菅沼　今より20ｍほど高かったと
されています。ですから関東平野
の大部分は海の底で、千葉は島に
ちかい状態だったと考えられます。
　長い地球の歴史ではこういうこ
とがあったわけですが、こうした過
去のことを調べることで、地球温

 1）南極でのキャンプ風景
２,3）氷床上に設置したベースキャンプを拠点に氷原をスノーモービルや徒歩で移動
 4）湖の地層を採取するために掘削システム一式を担いで山々を歩く

1 4

2

3

現 在　　　　　　　　　　未 来

現 在

コンピューターシミュレーションに基づく
南極氷床融解による海水準上昇の予測

A：
RCP8.5 温室効果ガスの
最大排出量に相当する場合

B：
2100年の段階で温暖化傾
向がストップし、温室効果レ
ベルが安定した場合

1900　   2000 　  2100　   2200 　  2300　   2400　   2500 （年）
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（DeConto and Pollard, 2016を改変）
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育機関としても素晴らしいところで
す）、一人前の研究者になってか
ら来てください」と断られてしまいま
した。

現在所属している国立極地研究
所に断られていたのですね。

菅沼　そうなのです。そこでまず
は一人前の研究者を目指そうと東
京大学の博士課程に進みました。
ここでは35億年前の地磁気の変
動や大地の動きなど、言わばかな
り大昔の地球についての研究で、
博士号を取得しました。
　その後、色 と々勤め先を探しまし
たが、幸運にも産業技術総合研
究所に職があり、今度は過去数
100万年間という比較的最近の地
磁気の変動について研究するグ
ループに入りました。東大時代やこ
の頃は、もっぱら地質や地磁気が
研究対象でしたので、自分が本当
に取り組みたいと思っていた環境
変動研究の、一歩手前のことを
やっていたような感じです。
　そんな折、大学院修了後に断ら
れた国立極地研究所の先生に、
「一杯呑みに行こうよ」と誘われた
席で「そろそろ準備も出来たようで
すので、極地研に来ませんか？」と
いうお誘いをいただきました。正直、
数年に渡る研究活動の中で、かつ
て自分が南極を目指したことは
すっかり記憶の彼方になっていた
のですが、このご縁で自分の人生
の方向が定まったような気がしまし
た。
　少し遠回りしましたが、南極へ
の扉が開いたわけです。

暖化が進行した状態の地球環境
を知ることが出来るのです。
　それを研究する最適な材料が
南極にあるため，過酷な環境では
あるけれど現地調査を行ってきた、
ということになります。

お話いただいた過去にあったよう
な海面上昇が、今後、避けられな
いかもしれないわけですよね。大
変にショックを覚えますが、過去に
海面上昇した時の地球はどう
だったのかをまず知ることは、どう
対応するかを考えるためにも、非
常に意義深いと感じさせられます。

冒険家への憧れから
地球を研究する道へ

南極への憧れは子供時代から
だったのでしょうか。菅沼先生の
ご経歴と研究の変遷をお聞かせ
いただけますか。

菅沼　子供の頃に憧れたのは冒
険家でした。私は長野県の出身で、
子供の冒険には事欠かない環境
に囲まれ、友達と連れだって出か
けていた近所の山でも、実は標高
1500mぐらいはありました。その
山 を々自分自身で冒険することと、
山岳の本や冒険の本を読むこと
がすごく好きでした。登山家であり
冒険家の植村直己さんにも憧れま
した。
　長野県山岳総合センターに務
めたことがある父親を持つ友人の
家には、山や冒険関連の本がたく
さんあり、大人が読むような本にもた
くさん触れ親しみました。中には、

砂漠に出たり消えたりする「失われ
た湖」を探す研究者の話もあった
のですが、先程お話したように私
の研究の１つには南極の湖につ
いてのテーマもあり、そういう意味
で、子供の頃の憧れが今につな
がっているかもしれません。
　やがて、冒険の中でも垂直の旅
より“水平の旅”に興味を覚えるよう
になり、特にカヌーで外国の川を冒
険していた野田知佑さんに強い憧
れを覚えました。大学を選ぶ時は、
カヌークラブがある大学にと思い、
結果、茨城大学に進みました。在
学中には、１年間休学してアラスカ
に行きました。ユーコン川をカヌー
で下り、クマに遭遇するなど危ない
思いもしましたが、初めての海外
一人旅を楽しくやり切った思い出
があります。

その後、冒険家としての道を選ば
れなかったのでしょうか。

菅沼　実際にカヌーでアラスカを
めぐってみると、自分は冒険家にな
るほどワイルドな野心がなさそうだ
というか、ごく普通の人間だな…と
感じ、かつての冒険家たちのように
はなれないと身に染みて帰ってきま
した。
　そのようなわけで茨城大学に
戻って専攻したのは地質学です。
卒論の研究は割と古典的なテー
マで、地震や噴火がいかにして起
きているかを説明するプレートテク
トニクスに関するテーマです。その
昔、南の海にあった伊豆半島が日
本列島に衝突したと考えられてい
ますが、その衝突過程やどのよう

に今の地形が出来上がったのか
といったようなことを研究しました。
大きく言うと地球のことになるわけ
ですが、それがとても面白く感じま
した。この時の恩師が、十数年を
経た後にチバニアン関連の研究
でお世話になる、茨城大学の岡田
誠先生です。

本誌では2020年３月・４月号で、
チバニアンの事をはじめ岡田誠
先生にインタビューをさせていた
だきました。
岡田先生と菅沼先生にこうした
繋がりでお話をうかがえる事を光
栄に感じます。茨城大学卒業後
はどうされたのでしょうか。

菅沼　地質学への興味がより深
まる中で、大地のことだけでなくより
広い視点からの環境に興味を覚
え、東京都立大学に進学しました
が、研究者になるつもりはありませ
んでした。修士課程を終えたら出
身地の長野県に戻り公務員にな
るつもりだったのです。しかし就職
のタイミングで、私が専門にする土
木関連の求人がなくなったのです。
その頃は研究自体にかなり面白さ
も感じていたので、いけるところま
で頑張ってみようと研究者を目指
すことにしました。
　ではどんな研究をしようかと考え
ている時に、「南極に行きたい」と
思い立ち、国立極地研究所という
存在を知り、思い切ってコンタクトを
とって話をさせていただきました。し
かし「国立極地研究所は、教育機
関として良いところではないので
（この当時はそうでしたが、今は教

2009年より、南極での氷床研究を
スタートされたのですね。

菅沼　そうです。31歳の時になり
ます。それまでの10年分の知識や
技術を生かして、南極で環境変動
の研究を進めることが出来るように
なったわけです。
　それから約２年弱に１回のペー
スで南極へ行っています。

画期的な視点で
古地磁気学の
未解明問題を解明

いったん南極の話から離れ、地磁
気の研究についてうかがいます。
菅沼先生は古地磁気学に関する
研究で数々の賞を受賞されてい
ます。どのような研究だったのか
お聞かせいただけますか。

菅沼　研究の内容は、地層が過
去の地磁気の変動をどう記録す
るかというメカニズムに関するもの
です。詳しく話すと少し難しくなる
ので、かいつまんでお話いたします。
　まず地磁気とは、方位磁石のＮ
極が北を向きＳ極が南を向くという
ことで皆さんもご存知のように、地
球に存在する磁場のことです。今
の説明も専門的には不十分です
が、おおまかにそうとらえてください。
　地磁気は、実は地球の歴史の
中では強さも向きも一定ではなく変
化してきました。今も変化していて、
過去には何度も、地磁気が今と逆
の向きになる「地磁気逆転」も起き
ています。Ｎ極とＳ極の向きが現在
と反対になるわけです。

　そうした過去の地磁気の変化
は、海底に堆積した地層の中に含
まれる磁性鉱物を調べる事で復
元することができます。磁性鉱物と
は微小な磁石の粒のようなもので、
その配列などを調べるわけです。
　しかし、その手法による古地磁
気研究には長年未解決となって
いた問題点がありました。
　それは「古地磁気の記録は、海
底の地層中のどこで固定されるの
か」という問題です。

お話が少し難しくなってきました。
少々かみくだいて補足いただけ
ますでしょうか？

菅沼　陸から遠い海底の地層は、
泥が積もっていて出来ます。しかし
すぐ定着するかというとそうではな
く、表面近くの泥は生物によってか
き混ぜられるなど、固定されるには
長い年月がかかります。その他にも
影響を及ぼす事柄は細 と々あるの
ですが、つまり、海底堆積物の古
地磁気は堆積物の表面で記録さ
れるのか、もっと時間が経過した
後の地層深くで記録されるのか、
どの深さで固定するのかということ
が未解決の問題となっていたので
す。専門的な用語では「堆積残留
磁化の獲得深度問題」と言い、長
年議論されてきました。

地球磁場逆転の模式図
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地磁気逆転の年代書き換えに対
して「地球電磁気・地球惑星圏
学会：大林奨励賞」「日本地質学
会：小澤儀明賞」「文部科学大臣
表彰：若手科学者賞」を受賞され
たのですね。

菅沼　２つの学会から賞をいただ
いたのには理由があります。地球
電磁気・地球惑星圏学会は「地
磁気」の方の学会ですが、簡単に
言うと、私が論文でズレがあること
を指摘したことで、今まで整合性が
とれなかった地層に過去の地磁
気の変動が記録されるメカニズム
がわかり，地磁気のふるまいなどを
より良く理解することが出来るよう
になったという評価だったと思いま
す。
　地質学会の方は，地質学におい
て「この地層が何年のものである」
ということは非常に重要な事柄で
すので、地磁気逆転を記録してい
る地層が78万年前から77万年前
に修正されるということは重要な発
見になります。それを評価していた
だいたと思います。
　これらの学会で認められたこと
で、文科省からも表彰をいただい
たというわけです。

　その問題について、私は従来と
違うアプローチを用いて、ある程度
説得力のある答えを導くことが出
来たのです。結論から言うと、一時
期主流となっていた「堆積残留磁
化の獲得深度＝０cm」という説が、
「常にそうであるとはいえない」とい
うことを示すことが出来ました。

長年未解決だった問題にひとつ
の答えを出した研究だったので
すね。それは、どういったアプロー
チをとられたのでしょうか。

菅沼　過去の地球を調べるため
に便利な道具のひとつに、宇宙線
生成核種の「ベリリウム10」という
ものがあります。ベリリウム10は、お
もに宇宙からの銀河宇宙線が、地
球を覆っている地磁気のバリアを
通過して大気に衝突する際に作
られます。ですので、地磁気が弱
い時代にはベリリウム10が多くつく
られ、地磁気が強い時代はベリリ
ウム10が少なくなるという関係があ
り、過去の地磁気の強さを示す指
標になります。
　これを手掛かりに調べたのです
が、そのためには加速器を使うな
ど、たくさんの手間がかかり大変で
した。
　実は、過去の地磁気の変動や
逆転をしらべる研究において、ベリ
リウム10を用いること自体、あまり一
般的ではありませんでした。という
のは、古地磁気学は地質学や地
球物理学をベースにした学問なの
ですが、一方で、ベリリウム10など
の宇宙線生成核種の分析は、化
学や、氷床を取り扱う雪氷学で用

いられるもので、両分野は大学の
学科が違うくらい離れています。幸
いなことに、私は両方の手法を学
ぶ機会を得たのです。
　かくして、地層の磁性鉱物から
得た古地磁気の強度とベリリウム
10の量、両者を比較したわけです。

地層中の磁性鉱物とはまた別の
指標となるベリリウム10を分析す
ることで、地層のどの深さに、その
時代の地磁気が記録されている
のが分かる、ということでしょうか。

菅沼　そういうことになります。
　海の地層に残った磁性鉱物か
ら得られた地磁気の強さ、ベリリウ
ム10の量を比較したところ、両者が
よく一致するようなグラフの折れ線
を描きました。ここからまず、海の地
層中のベリリウム10は地磁気の強
さを表す指標になるということが確
認出来ました。
　次にもう１つ明らかにわかったこ
とが堆積残留磁化の獲得深度に
ついてです。この時調べた海底堆
積物には約15cmの堆積残留磁
化の獲得深度があることがわかり、

それは同時に、その当時の常識で
あった「堆積残留磁化の獲得深
度＝０cm」は普遍的な事実ではな
いことを示したのです。
　これはベリリウム10と古地磁気
強度を用いて、直接「堆積残留磁
化の獲得深度」を決定した世界
で初めての例となりました。
　さらにこの結果にはもうひとつ大
きな意味合いがあります。それまで
古地磁気の変動を使って決めて
いた海の地層の年代と、真の年代
には、誤差が生じていることになる
のです。

つまり、地磁気逆転をもとに決め
た地層の年代を書き換える必要
がある、というようなことですよね。

菅沼　そういうことです。その顕著
な例が、最後の地磁気逆転の年
代です。
　それまで地磁気の逆転は約78
万年前だと言われていました。しか
しベリリウム10が示すデータはそれ
より１万年ほど前の約77万年前を
示していました。このことを論文とし
て2010年に発表したところ、実は
かなり多くの方から強い反論を受
けました。
　まぁ言ってみれば、いい加減なこ
とを言うんじゃない、ということです
（笑）。論文の内容が、これまでに
知られている地磁気逆転の年代
が１万年ほど若返りますというもの
だったわけですが、先に言っておき
ますと、その後、証明することが出
来ています。この研究は、激烈な
反論があった一方で評価もされ、
賞をいただくことにもなりました。

新説を裏付ける
ブレイクスルーが
日本の千葉の地層に

「地磁気逆転の年代の若返り」の
論文に反論があったということで
すが、証明するのに追加の研究
をされたのでしょうか。

菅沼　はい。ここで「チバニアン」
に関連してくる千葉県の地層につ
ながるのです。
　先程話した論文を発表した後、
私は少し釈然としないものを感じ
ていました。地磁気の逆転は78万
年前でなく77万年前になる可能
性があると唱えたものの“言いっぱ
なし”で終わるようではスッキリしな
かったのです。
　そこで、もう少し信頼性の高い違
う手法で地磁気逆転の年代を確
定しようと考え、次は放射年代測
定という手法をとることにしました。
　これは放射性元素の壊変と半
減期から年代を求める手法です。
詳細は省きますが、放射性元素は
一定の速度で壊変しますので、物
理的にきちんとした時間の経過を
知ることが出来ます。私が使った
のはウラン・鉛年代測定法という

手法です。ウランの壊変を調べて、
地磁気逆転が起きた年代を詳しく
調べたのです。
　ですがここで難題だったのが、
この手法を適用出来る地層を見
つけることだったのです。
　どういう地層が必要になるかと
いうと、もともとが海の地層で、その
地層が地磁気逆転を記録してい
て、さらに氷期・間氷期など気候
変動のデータも得ることが出来て、
もう１つこれが最も難題なのですが
火山灰層が含まれる地層でないと
いけません。火山灰がないと放射
年代測定は出来ないからです。
　こんな都合の良い地層なんてど
こかにあるのだろうかと随分探しま
した。どうしたものかと考えていた時
「それにいい地層なら千葉県にあ
るよ」と教えてくれたのが、学部生
時代の指導教員だった岡田誠先
生なのです。

「過去の地球の姿を解き明かす」
興味深いお話ありがとうございま
した。

海底堆積物のベリリウム10と古地磁気強度の
比較によって明らかになったズレ

過去に南極の氷が融けた
痕跡を調査することで
将来の地球環境が予測出来ます

次号「科学の萌芽」では、引き続き
国立極地研究所 地圏研究グループ 
准教授 理学博士
菅沼 悠介先生にお話を伺います。

古地磁気の記録

銀河宇宙線の記録
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